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はい N=205 いいえ N=23 はい N=164　いいえ N=34 はい N=163　いいえ N=23
　　　②それはいつですか。 小学校前 小1 小2 小3 小4 小学校前 小1 小2 小3 小4 小5 小6





ますか。 ある　　ない　　無回答 ある　 ない　無回答 ある　ない　無回答
106     　121         　1   86      110         2 107       79         0
　　　②それはいつですか。 小学校前 小1 小2 小3 小4 小学校前 小1 小2 小3 小4 小5 小6





ますか。 ある　　ない　　無回答 ある　ない　無回答 ある　ない　無回答
126     　101         　1 115       82         1 138       48         0
　　　②それはいつですか。 小学校前 小1 小2 小3 小4 小学校前 小1 小2 小3 小4 小5 小6





ますか。 ある　　ない　　無回答 ある　ない　無回答 ある　ない　無回答
170         57              1 156      42          0 141       45         0
　　　(2) そのときのあなた
の気もちをおしえて
下さい。 回答　　無回答 回答　　無回答 回答　　無回答




すか。 ある　　ない　　無回答 ある　ない　無回答 ある　ない　無回答
124         103            1 131      64          3 132      53          1
　　　(2) そのときのあなた
の気もちをおしえて
下さい。 回答　　無回答 回答　　無回答 回答　　無回答
117           111 120            78 114            72
　　　(3) 家の人となくなっ
た人のことを話すこ
とがありますか。 ある　　ない　　無回答 ある　ない　無回答 ある　ない　無回答
 57          138           33  49       117       32  61       93         32
　　　(4) そのときのあなた
の気もちをおしえて
下さい。 回答　　無回答 回答　　無回答 回答　　無回答











（χ２=4.870  df=2  0.05<p<0.1）。設問２「かぞくがいつか死ぬことを考えたことがありますか」に対
して，「ある」と回答した２年生106名（46.5％），４年生86名（43.4%）といずれも50% を下回ってい
たが，６年生は107名（57.5%）と６割に近い値であった。カイ二乗検定を行ったところ，有意差が見



















df=1  p< 0.05)，「家族の死」（χ２=4.70  df=1  p< 0.05），「自分の死」（χ２=6.11  df=1  p< 0.05）で有意
差が見られることから，仮説１は支持された。この結果と残差を見ると，「生き物の死」を体験した
児童はしなかった児童よりも「人の死」「家族の死」「自分の死」ということを考えたことがあるとい
える。４年生では「生き物の死」を体験した児童は「家族の死」（χ２=12.5  df=1  p<0.01），「自分の死」
（χ２=7.04  df=1  p<0.05）で有意差が見られることから，「生き物の死」を体験した児童は「家族の死」
「自分の死」を考えたことと関係があることが支持された。この結果と残差を見ると「生き物の死」
を体験した児童はしなかった児童よりも「家族の死」「自分の死」をよく考えたことがあるといえる。
６年生では「生き物の死」を体験した児童は，「人の死」（χ２=0.662  df=1  p>0.1），「家族の死」（χ２
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=0.149  df=1  p>0.1），「自分の死」（χ２=0.058  df=1  p>0.1）において有意差が見られず，独立してい
ることから仮説１は支持されなかった。
　次に仮説２について，２年生では「身近な人の死」を体験した児童は，「人の死」（χ２=2.34  df=1 
p>0.1），「家族の死」（χ２=2.73  df=1  p>0.1），「自分の死」（χ２=3.62  df=1  0.5<p<0.1）において，有
意差が見られなかったために関係性がみられず，仮説２は支持されなかった。４年生でも「身近な人
の死」を体験した児童は，「人の死」（χ２=0.226  df=1  p>0.1），「家族の死」（χ２=0.063  df=1  p>0.1），
「自分の死」（χ２=0.050  df=1  p>0.1） で有意差が見られないことから，仮説２は支持されなかった。
表９－１　２年生の死の意識と喪失体験とのクロス表  N-228 
質問事項 １．「人の死」 ２．「家族の死」 ３．「自分の死」
はい いいえ 合計 ある ない 合計 ある ない 合計
４．「生き物の死」ある 157(92.4%) 13(7.6%) 170(100%) 86(50.6%) 84(49.4%) 170(100%) 102(60.0%) 68(40.0%) 170(100%)
ない 47(82.5%) 10(17.5%) 57(100%) 19(33.9%) 37(66.1%) 56(100%) 23(41.1%) 33(58.9%) 56(100%)
合　計 204(84.9%) 23(10.1%) 227(100%) 105(46.5%) 121(53.5%) 226(100%) 125(55.3%) 101(44.7%) 226(100%)
カイ二乗検定 ＊ ＊ ＊
５．「身近な人の死」ある 50(84.7%) 9(15.3%) 59(100%) 33(55.9%) 26(44.1%) 59(100%) 39(66.1%) 20(33.9%) 59(100%)
ない 155(91.7%) 14(8.3%) 169(100%) 73(43.5%) 95(56.5%) 168(100%) 87(51.8%) 81(48.2%) 168(100%)
合　計 205(89.9%) 23(10.1%) 228(100%) 106(46.7%) 121(53.3%) 227(100%) 126(55.5%) 101(44.5%) 227(100%)
カイ二乗検定 n.s. n.s. ＋







質問事項 １．「人の死」 ２．「家族の死」 ３．「自分の死」
はい いいえ 合計 ある ない 合計 ある ない 合計
４．「生き物の死」ある 133(85.3%) 23(14.7%) 156(100%) 78(50.3%) 77(49.7%) 155(100%) 98(63.2%) 57(36.8%) 155(100%)
ない 31(73.8%) 11(26.2%) 42(100%) 8(19.5%) 33(80.5%) 41(100%) 17(40.5%) 25(59.5%) 42(100%)
合　計 164(82.8%) 34(17.2%) 198(100%) 86(43.9%) 110(56.1%) 196(100%) 115(58.4%) 82(41.6%) 197(100%)
カイ二乗検定 n.s. ＊＊ ＊
５．「身近な人の死」ある 110(84%) 21(16%) 131(100%) 56(43.4%) 73(56.6%) 129(100%) 76(57.7%) 55(42.3%) 130(100%)
ない 52(81.3%) 12(18.1%) 64(100%) 29(45.3%) 35(54.7%) 64(100%) 38(59.4%) 26(40.6%) 64(100%)
合　計 162(83.1%) 33(16.9%) 195(100%) 85(44%) 108(56%) 193(100%) 113(58.2%) 81(41.8%) 194(100%)
カイ二乗検定 n.s. n.s. n.s.
 *p ＜ .05     **p ＜ .001
表９－３　６年生の死の意識と喪失体験とのクロス表　N=186
質問事項 １．「人の死」 ２．「家族の死」 ３．「自分の死」
はい いいえ 合計 ある ない 合計 ある ない 合計
４．「生き物の死」ある 122(86.5%) 19(13.5%) 141(100%) 80(56.7%) 61(43.3%) 141(100%) 104(73.8%) 37(26.2%) 141(100%)
ない 41(91.1%) 4(8.9%) 45(100%) 27(60.0%) 18(40.0%) 45(100%) 34(75.6%) 11(24.2%) 45(100%)
合　計 163(87.6%) 23(12.4%) 186(100%) 107(57.5%) 79(42.5%) 186(100%) 138(74.2%) 48(25.8%) 186(100%)
カイ二乗検定 n.s. n.s. n.s.
５．「身近な人の死」ある 116(87.9%) 16(12.1%) 132(100%) 82(62.1%) 50(37.9%) 132(100%) 104(78.8%) 28(21.2%) 132(100%)
ない 46(86.8%) 7(13.2%) 53(100%) 24(54.7%) 29(54.7%) 53(100%) 33(62.3%) 20(37.7%) 53(100%)
合　計 162(87.6%) 23(12.4%) 185(100%) 106(57.3%) 79(42.7%) 185(100%) 137(74.1%) 48(25.9%) 185(100%)
カイ二乗検定 n.s. ＊ ＊
 *p ＜ .05     **p ＜ .001
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小学生の死の意識と喪失体験及び自尊感情との関係性について
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６年生では「身近な人の死」を体験した児童は「家族の死」（χ２=4.38  df=1  p<0.05），「自分の死」










































































*p<　.05     **p< .01



































































*p<　.05     **p< .01
表10－４　６年生　死を考えた子どもと自尊感情との関係性の結果（分散分析）　 N=186
















































*p<　.05     **p< .01
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Correlation between awareness of death and experience of loss in relation to
self-esteem in elementary school students
Misako Omagari
　　This study is to confirm advanced research that "children who have considered death have 
high self-esteem," as well as to verify relationship between awareness of death and experience of 
loss by death, by targeting second, fourth, and sixth grade elementary school students. Here, the 
following three points were obtained from the results of questionnaire survey. First, three out of 
four sixth grade students have thought about their own death, which is higher than that for 
second and fourth grade students.  Second, according to analysis results, sixth grade students had 
developed a correlation between the experience of "death of someone close" and their awareness of 
death, and second grade students could experience the "death of a living creature." Third, according 
to Pope's self-esteem scale however, "children who have never thought about death," had higher 
self-esteem than "children who have thought about death," and a significant difference was 
observed. From this, even children in lower elementary school grades can feel the loss of a pet, and 
the adults around them should provide an appropriate response, by fully understanding this point. 
Moreover, future tasks in the verification of the relationship between awareness of death and self-
esteem in the advanced research include further data collection and analysis. 
Key terms: death of a human being, death of a family member, death of oneself, 
　　　　　 experience of loss , self-esteem
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